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市税　140 億 438 万円

　○市民税（55 億 1,750 万円）
　○固定資産税・都市計画税（73 億 9,696 万円）
　○市たばこ税（９億 1,707 万円）

市債　83 億 5,060 万円

国・道支出金　77 億 2,244 万円

　○国からの補助金など（59 億 2,024 万円）
　○北海道からの補助金など（18 億 219 万円）

地方交付税　40 億 4,433 万円

　○全国のまちで行政サービスに差が出ないように
　　するための国の交付金

諸収入　34 億 2,018 万円

　○中小企業貸付金の返済（５億 5,014 万円）
　○土地開発公社貸付金の返済（16 億 2,435 万円）
　※公社への貸付金 (左の歳出の図 ｢諸支出金 ｣) の
　　返済金です（公社は ､平成 26 年３月末で解散）。

地方譲与税・交付金　26 億 7,166 万円

　○消費税の分配金（10 億 1,882 万円）
※○防衛施設があるまちへの助成交付金(５億6,739万円）

その他　33 億 3,524 万円

　○市の施設などの使用料・手数料（10億 3,846 万円）
　○市が所有する財産の貸付・売払（２億 7,640 万円）

　

下
の
左
右
の
図
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
と
歳

出
の
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
決
算
額

　
　

　
　

　

差
し
引
き
、
５
億
８
，
１
９
３
万
円
の
黒
字

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
１
億
６
，
３
６
７
万
円
は
翌
年

度
の
事
業
費
と
し
て
繰
り
越
す
た
め
、
実
質
的

に
は
、
４
億
１
，
８
２
６
万
円
の
黒
字
に
な
り

ま
し
た
。

　

予
算
の
執
行
に
あ
た
り
、
経
費
の
節
減
や
業

務
の
見
直
し
な
ど
を
行
っ
た
結
果
、
当
初
、
収

支
不
足
分
と
し
て
見
込
ん
だ
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
す
る
こ
と
な
く
決
算
を
行
い
、
黒
字
額

の
う
ち
、
３
億
５
，
４
７
１
万
円
を
基
金
に
積

み
立
て
ま
し
た
。

市税
（32.2％）

市債
（19.2％）

国・道支出金
（17.7％）

地方交付税
（9.3％）

諸収入 (7.9％）

地方譲与税など
（6.1％）

その他（7.6％）

歳入 一般会計 

   決算額　435億4,883万円
　

市
は
、
市
税
な
ど
、
市
に
入
っ
て
く
る
お
金
「
歳
入
」
と
、
事
業
な
ど
に
使
う
た
め
、
市
か

ら
出
て
い
く
お
金
「
歳
出
」
を
算
定
し
て
、
１
年
間
の
予
算
を
つ
く
り
ま
す
。

　

今
月
の
特
集
は
、
市
の
予
算
が
１
年
間
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
市
の
財
政
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
平
成
25
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
25
年
度

ち
と
せ
の

…平成25年度、市に入ってきたお金

決 

算

一般会計 ➊ 特集

歳
入
　

４
３
５
億
４
，
８
８
３
万
円

歳
出
　

４
２
９
億
６
，
６
９
０
万
円

※防衛省からの補助金・交付金　
「防衛施設があるまちへの助成交付金」の他、国からの補助金に
含まれる「防衛施設の周辺整備調整交付金(８億4,795万円)」､「再
編交付金 (３億 9,058 万円 )」などがあります。
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民生費
（23.7％）

諸支出金
（20.7％）

職員費
（13.6％）

公債費（9.3％）

教育費（8.4％）

土木費（5.9％）

衛生費（3.6％）

その他（14.8％）

　　　平成25年度 ちとせの決算

一般会計 歳出
      429億6,690万円 決算額

平成25年度、市から出たお金…

民生費　101 億 9,825 万円

　○高齢者福祉（12 億 171 万円）
　○障がい者福祉（18 億 9,948 万円）
　○児童福祉（31 億 2,148 万円）
　○生活保護（23 億 1,906 万円）
　○国保・介護保険への繰り出し（13 億 2,617 万円）

諸支出金　88 億 9,688 万円

　○土地開発公社への貸付（68 億 1,998 万円）
　○企業会計への繰り出し（19 億 719 万円）

職員費　58 億 2,573 万円

公債費　39 億 8,225 万円

　○道路や公園などをつくるために過去に借りたお金の返済

　　　　　　　　　　　　 教育費　36 億 1,880 万円

　○小中学校の運営・管理（14 億 4,463 万円）
　○スポーツや社会教育の振興（17 億 4,258 万円）

土木費　25 億 3,480 万円

　○道路の整備・管理（14 億 4,357 万円）
　○公園 ･緑地の整備 ･管理（７億 3,927 万円）

衛生費　15 億 3,936 万円

　○ごみやし尿の処理（９億 5,054 万円）

その他　63 億 7,083 万円

　○商工業や観光の振興（10 億 3,234 万円）
　○消防や災害対策（３億 8,448 万円）
　○農林水産業の振興（３億 3,739 万円）

 平成25年度
主な事業

と
決算額 

支笏湖温泉開発
　　 (6,439万円)

(北海道「地域づくり総合交
付金」活用)

スポーツセンターリニューアル
(５億2,674万円)

(防衛省「民生安定施設
設置助成事業」活用)

北新子育て支援センター建設
 (１億6,260万円)

(厚労省･北海道｢次世代育成
支援対策施設整備交付金｣､北
海道｢安心こども基金｣活用)

➊
一般会計

■
い
ち
ば
ん
金
額
が
大
き
な
会
計
で
す
。

■
福
祉
、
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
、
基
本
的

　

な
経
費
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

■
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
か
ら

　

の
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
で
賄
わ
れ
て

　

い
ま
す
。

➋
特別会計

■
保
険
料
、
使
用
料
な
ど
、
特
定
の
収
入
が

　

あ
る
会
計
で
す
。

■
収
入
の
使
い
道
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ

　

ぞ
れ
の
収
支
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
一

　

般
会
計
と
分
け
て
い
ま
す
。

➌
公営企業会計

■
一
般
の
会
社
と
同
様
、
独
自
の
収
入
で
経

　

費
を
賄
う｢

独
立
採
算｣

を
原
則
と
す
る
会

　

計
で
す
。

市
の
会
計
は
、
３
種
類
あ
り
ま
す

　
予
算
は
、
目
的
ご
と
に
収
支
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、会
計
を「
①
一
般
会
計
」、「
② 

特
別
会
計
」、

「
③ 

公
営
企
業
会
計
」の
３
つ
に
分
け
て
い
ま
す
。

支笏湖ヒメマスふ化場整備
(842万円)

(水産庁「水産業強化対策整
備交付金」活用)



特
別
会
計
　　
　
　

種　別 歳　入 歳　出 差し引き

国民健康保険特別会計
(国民健康保険事業を運営するための会計) 90億6,172万円 86億8,329万円 ３億7,843万円

土地取得事業特別会計
(公共施設用地をあらかじめ取得するための会計) 12億8,199万円 12億8,154万円 45万円

公設地方卸売市場事業特別会計
(公設地方卸売市場を運営するための会計) 3,181万円 3,165万円 16万円

霊園事業特別会計
(霊園の用地取得や管理運営のための会計) 5,184万円 5,180万円 ４万円

介護保険特別会計
(介護保険事業を運営するための会計) 38億4,504万円 38億4,397万円 107万円

後期高齢者医療特別会計
(75歳以上の方などの医療保険制度のための会計) ８億3,448万円 ８億3,363万円 85万円

合　計 151億688万円 147億2,588万円 ３億8,100万円

病院事業 下水道事業 水道事業

内部留保資金残高
17 億 1,979 万円

■給水人口…94,655人
市が水道で飲料水を供給して
いる人の数。前年度に比べて
604人増加しました。
■総配水量…11,876,758ｍ3

飲料水として浄水場から送り
出された総水量。前年度に比
べて約0.03％増加しました。
■有収水量…11,159,765ｍ3

総配水量のうち､水道料金収入
が得られる水量｡前年度に比べ
て約0.3％増加しました｡
■有収率…94％
水道の総配水量のうち有収水
量の割合で高いほど良好な指
標｡前年度に比べて､約0.3％
増加しました。

■排水戸数…39,048戸
市が下水道の処理をしている
建築物の戸数。前年度に比べ
て184戸増加しました。
■総処理水量…19,966,959ｍ3

市が下水道で処理した下水の
総水量。前年度に比べて約
4.5％増加しました。
■有収水量…13,634,649ｍ3

総処理水量のうち、下水道使用
料収入が得られる水量。前年度
に比べて約0.6％増加しました｡
■有収率…68.3％
下水道の総処理水量のうち有
収水量の割合で高いほど良好
な指標。前年度に比べて約
2.6％減少しました｡

　

市
に
は
、
６
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
、　

　

予
算
の
範
囲
内
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

　

を
や
り
く
り
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
、
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
、
病
院
事
業
の

　

３
つ
の
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

内部留保資金残高
16 億 5,695 万円

内部留保資金残高
21 億 5,526 万円

支出　06 億 8,741 万円

収入　01 億 2,108 万円

市民病院
■入院…53,416人(146.3人/日)
前年度に比べて､1,948人､１
日平均5.3人増加しました。

■外来…175,110人(717.7人/日)
前年度に比べて､10,447人､１
日平均45.6人増加しました。

泉郷診療所
■外来…696人(4.8人/日)
前年度に比べて､77人減少し
ました｡

支笏湖診療所
■外来…934人(3.8人/日)
前年度に比べて､49人増加し
ました。

支出　54 億 9,604 万円

収入　57 億 2,668 万円

支出　20 億 2,662 万円

収入　10 億 8,080 万円

支出　22 億 6,792 万円

収入　24 億 7,249 万円

支出　08 億 9,766 万円

収入　04 億 1,757 万円

支出　16 億 2,246 万円

収入　17 億 2,668 万円

業務の状況

決 算 の 状 況

収益的収支の決算

資本的収支の決算

➋

公
営
企
業
会
計
　　
　
　
　
　
　
　

➌

■収益的収支の決算
１年間の事業活動で
得られる収益と費用を
損益計算の形で表すも
ので､会社の経営成績
■資本的収支の決算
１年間に支出した施
設の建設経費(施設建
設のための借金返済な
どを含む)とその財源
となる収入

4広報ちとせ 平成 26(2014) 年 11 月号

平成25年度 ちとせの決算

※内部留保資金は､過去からの利益(黒字)の蓄積によって生じた資金で、事業運営に必要な運転資金になります｡
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指標
指標の説明

　※数値が大きいほど財政
　　運営が厳しい状態。

市の
比率

国が決めた基準

早期健全
化 基 準

財政再
生基準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字
比　　率

｢市の財政の標準的な大きさ｣に
対する｢公営企業を除いた赤字の
総額｣の比率

黒字
決算 12.43％ 20.0％

連結実質
赤字比率

｢市の財政の標準的な大きさ｣に
対する｢公営企業を含む市全体の
赤字額｣の比率

黒字
決算 17.43％ 30.0％

実質公債
費 比 率

｢国の補てん分を除いた市の財政
の標準的な大きさ｣に対する｢公
営企業を含む借入金の年間返済
額｣の比率

10.0％ 25.0％ 35.0％

将来負担
比　　率

｢国の補てん分を除いた市の財政
の標準的な大きさ｣に対する｢将
来負担する借入金の総額｣の比率

102.2％ 350.0％

資金不足比率
(公営企業ごと)

｢公営企業の資金不足額｣に対す
る｢公営企業の事業規模｣の比率 該当なし 20.0％

財産区分 土　地 建　物
行政財産 1,278万9,846㎡ 46万8,221㎡

公用財産 205万  380㎡ 5万2,254㎡

公共用財産 1,073万9,466㎡ 41万5,967㎡

普通財産 322万2,579㎡ 1万7,975㎡

合　計 1,601万2,425㎡ 48万6,196㎡

一般会計 403 億 8,888 万円

特別会計 1 億 928 万円

公営企業
会計 259 億 7,079 万円

合計 664 億 6,895 万円

市が借りているお金(市債)

■市は、市政を進めていくために必要な財産を持ち、
　目的に合わせて効率的な運用を行っています。

■財産には、公園などの土地、学校などの土地・建物、
　有価証券、出資による権利、基金があります。

■学校や公園など、施設の建設
　には多額の経費が必要になる
　ため、市は、国や銀行などか
　らお金を借りて事業を実施し
　ています。
■借り入れたお金の返済を通し
　て ､将来の利用者に対しても
　公平に費用を負担していただ
　いています。

■「財政健全化法」により、まちの財政状況を表す５
　種類の指標のうち、ひとつでも国が決めた基準を超
　えたまちは、財政再建に向けた計画をつくるなどの
　取り組みを進めることになります。

■平成 25 年度の市の決算は、基準を超える指標はひ
　とつもなく、財政は健全な状況といえます。

　　　むすびに・・・
■平成 25 年度の決算では、一般会
　計・特別会計・公営企業会計は、
　いずれも黒字になりました。
■国内においては、消費など内需を
　中心として景気回復の動きが広が
　り、企業収益の増加からも ､景気
　回復の動きが確かなものになるこ
　とが見込まれていますが ､ 地方財
　政はこれからも厳しい状況が続く
　ものと考えます。
■市は、「財政標準化計画」に基づ
　き ､収支のバランスを維持・継続
　しながら、今後も安定したサービ
　スの提供と持続可能なまちづくり
　を目指した財政運営を進めます。

※決算状況などは､市のホームペー
　ジ､｢市政情報｣ - ｢財政｣ - ｢決算｣ 
　のページに掲載しています｡

※財産の維持や資金の積み立て ･運用のため、目的別に 16 の基金を設けています。
 ■公共施設整備基金　　■財政調整基金　　■奨学基金　　　　■農業振興基金
 ■国民健康保険事業財政調整基金　　　　　■土地開発基金　　■減債基金
 ■みんなで、ひと・まちづくり基金　　　　■ふるさと千歳国際交流基金
 ■地域福祉振興基金　　■霊園管理基金　　■職員退職手当基金
 ■介護保険事業給付費準備基金　          ■特定地域振興基金
 ■心のふるさと千歳基金
 ■特定防衛施設周辺整備調整交付金基金

有価証券 (株券など) 35 億 8,003 万円

03 億 5,309 万円

  96 億 491 万円

出資による権利 (法人への資本金出資など)

基金 (まちの貯金)

土地・建物 ■公用財産
　市役所など､市が直
　接使用する財産
■公共用財産
　学校や公園など､市
　民が使用する財産
■普通財産
　公用財産･公共用財
　産以外の財産

特集記事の
お問い合わせ

総務部
財政課財政係
(24)０５４１

　　　平成25年度 ちとせの決算

○まちの借金

まちの
財産

財政
健全化を
判断する
指標
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　千歳の未来を担う子どもたちが夢や希望を持ち、変化
の激しいこれからの社会を自立して生きていくためには、
｢ 確かな学力 ､ 豊かな心 ､ 健やかな体 ｣ をバランス良く育
てることが大切です。
　千歳市教育委員会では ､ 子どもたちの基礎的 ､ 基本的
な学力の定着を図るため、学校・家庭・地域などと連携
してさまざまな取り組みを行っています。
　11､12月の２回にわたり､取り組みの一部を紹介します。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
の
略

称
で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
授
業
で
活
用

で
き
る
よ
う
に
、
平
成
25
年
度

か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
３
年

間
で
、電
子
黒
板
、実
物
投
影
機
、

ブ
ル
ー
レ
イ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
全

て
の
小
中
学
校
に
配
置
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

よ
り
魅
力
あ
る
分
か
り
や
す
い

授
業
を
実
施
で
き
、
子
ど
も
た

ち
の
理
解
や
思
考
を
深
め
、
確

か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
、
教

員
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
操
作
方
法
や
活
用
事
例
に
つ

い
て
の
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
指
導
力
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

への飛翔

学 力
上向

電子黒板を使った授業風景。
電子黒板には、教科書、写真、動画な
どを映したり、電子ペンで画面に直
接書き込むことができ ､ 子どもの関
心や集中力を高めることができます ｡

の取り組み
前編

未来未来 焦点

「すべては子どもたちのために」

１

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

小
中
学
校
の
夏
休
み
や
冬
休

み
を
利
用
し
た
補
充
学
習
と
し

て
、
千
歳
科
学
技
術
大
学
で
教

職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学
生

の
協
力
に
よ
り
、
学
習
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
に
は
、
14
校

の
小
中
学
校
で
実
施
し
、
43
人

の
学
生
が
各
学
校
に
分
か
れ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
親
し
み
や
す
い

雰
囲
気
で
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
し
た
。

千歳科学技術大学４年
内
うちやま

山　泰
やすたか

孝 さん

　子どもたちは、授業がはじまったときは緊張して
いましたが ､たくさん声をかけてあげることで少し
ずつ緊張がほぐれ ､積極的に質問をしてくれました。
　教えることの難しさなど ､大学の授業だけでは
味わえない貴重な経験ができ ､教員になりたい
気持ちが高まりました。　

　実際の教育現場を見てみたいと思い ､大学２年の冬休
みに、はじめて学習サポート事業に参加しました。
　これまで ､４回参加しています。

２教員になりたい気持ちが
より高まりました！
教員になりたい気持ちが
より高まりました！
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学力向上検討委員会
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル

学
習
支
援
員
の
配
置

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
事
業

は
、
学
校
が
行
う
特
色
あ
る
教
育

活
動
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

学
校
で
行
う
地
域
の
自
然
、
人

材
な
ど
千
歳
の
豊
か
な
教
育
資
源

を
活
用
し
た
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
の
活
動
や
英
語
を
用
い
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成

す
る
英
語
教
育
活
動
な
ど
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

■ アイヌ文化学習
　アイヌの歴史や人権など
　について学習しています。

　平成 24 年度に児童生徒の学力向上を目
指すため ､ 小中学校の教員 ､ 教育委員会
の職員による学力向上検討委員会を立ち
上げました ｡ この委員会は、学校への学
習指導に関する指導・助言や教材 ､ 学習
方法に関する調査、研究を行っています。

算数の授業風景。
習熟度に応じたク
ラスに別れ ､ 少人
数で学習します。

主な内容

①学力テストの結果などから ､児童生徒の理 
　解が進んでいない分野を抽出し ､課題の把 
　握と課題解決に向けた授業改善の検討
② ｢ 児童生徒質問紙 ｣ の調査結果から ､ 家庭
　での過ごし方や学習に対する意識の傾向を
　把握し ､その課題と対策の検討
③学校の教育課程や学習指導 ､ 生徒指導の傾
　向を把握し ､その課題と対策の検討
④教員が継続的に授業改善に活用できるプ
　リントの作成
⑤コーディネーション運動の普及と促進
※学力の向上は ､体力の向上と密接に関係して
　いることから ､遊びの要素を取り入れながら
　リズムやバランスを養う、コーディネーショ
　ン運動の普及に取り組んでいます。

【事業例】

習熟度に応じた授業って？
　向陽台小では ､ ３～６年生までの算数
の授業で児童の習熟度に応じ、クラスを
｢ じっくり ｣､｢ のびのび ｣､｢ ぐんぐん」
の３つに分けています。

向陽台小学校

半
はんがい

谷　真
ま り あ

理亜 教頭先生

児童は ､図形や計算など ､単
元ごとに先生と相談してクラ
スを選ぶことができます。
   得意なことはより得意に、  
   苦手なことはじっくりと
   克服していきます。

【記事のお問い合わせ】
教育部学校教育課学校教育係

(24) ０８３９

12 月号では

と題し引き続き学力向上の取り組み
について紹介します。

後編

学 力
上向

の取り組み

5

3

■ オープンスクール
　小学６年生を対象に、中
　学校で歓迎集会や体験
　授業を行っています。
■ 空港チャレンジ
　新千歳空港で外国人と
　英会話交流を行います。

ｅｰ

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
用

　

｢

ｅｰ

ラ
ー
ニ
ン
グ｣

は
、
千
歳

科
学
技
術
大
学
が
開
発
し
た
学
校
や

家
庭
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

学
習
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

教
科
書
の
内
容
に
動
画
や
音
声

を
加
え
た
教
材
を
活
用
し
て
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
繰
り
返
し
学
習
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

教
科
は
、
小
学
校
３
年
生
以
上

の
算
数
、
理
科
、
社
会
、
中
学
校

の
数
学
、
理
科
、
社
会
、
英
語
か

ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。｢ ｅｰラーニング ｣ の参加

申し込みは ､ 各学校で受
け付けています ｡
登録 ､利用は無料です。

４

　

子
ど
も
た
ち
１
人
ひ
と
り
の
習

熟
度
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
指
導

を
行
う
た
め
、
小
学
校
10
校
に
学

習
支
援
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
は
、
習
熟
度
別
に

グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
た
子
ど
も
た

ち
の
授
業
を
担
当
し
ま
す
。
つ
ま

づ
き
の
早
期
発
見
や
早
期
解
消
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
が
生
き

生
き
と
学
習
に
取
り
組
む
な
ど
の

成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
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千
歳
市
議
会
議
員
と
し
て
、
平
成
６
年

か
ら
19
年
の
永
き
に
わ
た
り
市
議
会
議

長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
市
の
都

市
基
盤
の
整
備
、
市
民
生
活
の
向
上
、

議
会
改
革
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
地
方
自

治
の
確
立
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 霍

つるた

田　隆
たかよし

良

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
昭
和
52
年

か
ら
36
年
の
永
き
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
千
歳

市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
の
副

会
長
を
18
年
間
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
市

の
福
祉
行
政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 須

す ま

磨　紀
のりこ

子

原
はら

　　政
まさかつ

勝

千
歳
商
工
会
議
所
議
員
、
常
議
員
お
よ
び
監

事
と
し
て
、
昭
和
63
年
か
ら
26
年
の
永
き
に

わ
た
り
地
域
の
商
工
業
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
同
所
商
業
観
光
振
興
委

員
会
の
委
員
長
お
よ
び
副
委
員
長
と
し
て
、

商
店
街
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

五
い が ら し

十嵐　宏
ひろし

　

ま
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
力
を
尽
く
さ
れ
て
き
た
方
や
顕
著
な
業
績
の
あ
っ

た
方
に
贈
ら
れ
る
各
表
彰
の
平
成
26
年
度
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
千
歳
市
功
労
表
彰
（
５
人
）

　
　
千
歳
市
技
能
功
労
表
彰
（
３
人
）

    

千
歳
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
奨
励
賞
（
２
人
）

    

千
歳
市
民
文
化
賞
・
奨
励
賞
（
２
人
）

　
　
千
歳
市
善
行
表
彰
（
６
個
人
・
４
団
体
）

　
　
　

※
受
賞
者
の
年
齢
は
、
11
月
10
日(

広
報
ち
と
せ
発
行
日)

時
点
で
す
。

　
功
労
表
彰

　
　「
自
治
功
労
」

　
功
労
表
彰

　
　「
社
会
福
祉
功
労
」

　
功
労
表
彰

　
　「
社
会
福
祉
功
労
」

　
功
労
表
彰

　
　「
産
業
功
労
」

 
 

　
平
成
26
年
度 

表
彰
者

（79 歳）
さん

（76 歳）
さん

（75 歳）
さん

（75 歳）
さん

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
平
成
４
年
か

ら
21
年
の
永
き
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
千
歳
市
民

生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
の
副
会
長

を
３
年
、
会
長
を
６
年
に
わ
た
り
歴
任
さ

れ
、
市
の
福
祉
行
政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ズーム･アップ

● 

福ふ
く
い井　

千ち

え惠

● 

木き
む
ら村　

清
き
よ
し

● 

吉よ
し
だ田　

照て
る
や哉

● 

戸と

だ田　

千ち

え惠

● 

深ふ
か
い井　

保や
す
お男

● 

関せ
き　

　

ト
キ

●
セ
ガ
サ
ミ
ー
カ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ

　

メ
ン
ト
大
会
事
務
局

●
古
谷
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社

●
千
歳
市
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

●
佐
藤
水
産
株
式
会
社

※
善
行
表
彰
は
、
公
益
の
た
め
個
人
で
50
万

　

円
以
上
、
団
体
で
100
万
円
以
上
の
寄
付
を

　

さ
れ
た
方
や
市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な

　

善
行
を
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

善行表彰

( 敬称は ､省略します )
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昭
和
51
年
か
ら
38
年
の
永
き
に
わ
た
り

建
築
塗
装
一
筋
に
歩
み
、
千
歳
塗
装
組

合
会
長
に
就
任
さ
れ
た
他
、
職
業
訓
練

指
導
員
と
し
て
後
進
技
能
者
の
育
成
に

力
を
注
ぎ
、
建
築
塗
装
業
を
通
じ
て
市

の
産
業
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

尾
おもと

本　眞
しんじ

二

昭
和
59
年
か
ら
30
年
の
永
き
に
わ
た
り
調

理
師
一
筋
に
歩
み
、
全
日
本
司
厨
士
協
会

千
歳
支
部
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
た
他
、
食

の
安
全
確
保
や
若
年
調
理
師
へ
の
技
術
指

導
に
取
り
組
み
、
調
理
師
業
を
通
じ
て
市

の
産
業
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
49
年
か
ら
40
年
の
永
き
に
わ
た
り
配

管
工
一
筋
に
歩
み
、
平
成
24
年
か
ら
千
歳

市
管
工
事
業
協
同
組
合
理
事
長
に
就
任
さ

れ
、
後
進
の
技
術
指
導
や
安
全
意
識
の
向

上
に
力
を
注
ぎ
、
管
工
事
業
を
通
じ
て
、

市
の
産
業
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
41
年
か
ら
48
年
も
の
永
き
に
わ
た

り
西
川
流
鯉
智
恵
会
会
主
と
し
て
日
本

舞
踊
の
指
導
な
ど
に
尽
力
さ
れ
る
と
と

も
に
、
平
成
14
年
か
ら
千
歳
邦
楽
邦
舞

協
会
会
長
と
し
て
市
の
文
化
の
振
興
発

展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

 西
にしかわ

川 鯉
こ い ち え

智恵
（69 歳）

公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構
が

主
催
す
る
「
平
成
26
年
用
国
土
緑
化
運

動
・
育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
中
学
校
の
部
に
お
い
て
、「
国

土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

福
ふくだ

田　真
ま こ

子

千
歳
観
光
連
盟
の
副
会
長
お
よ
び
理
事

と
し
て
、
平
成
元
年
か
ら
25
年
の
永
き

に
わ
た
り
市
の
観
光
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
支
笏
湖
自
治
振
興
会

会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
市
の

産
業
振
興
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 佐
さ さ き

々木 金
きんじろう

治郎

　

功
労
表
彰

　
　

「
産
業
功
労
」

　

技
能
功
労
表
彰

　
　

「
建
築
塗
装
工
」

　

市
民
文
化
賞

　
　

「
芸
術(

舞
踊)

」

　

市
民
文
化
奨
励
賞

　
　

「
芸
術(

美
術)

」

昭
和
50
年
か
ら
39
年
の
永
き
に
わ
た
り
千

歳
卓
球
協
会
の
副
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

卓
球
競
技
の
普
及
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
千
歳
市
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
や
千
歳

市
体
育
協
会
評
議
員
と
し
て
、
市
民
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
こんの

野　善
よしゆき

行

平
成
25
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
第

34
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
１
５
０
０
ｍ
・
３

０
０
０
ｍ
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

強
化
Ａ
選
手
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。 吉

よしむら

村　優
ゆうな

那

　

ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　

「
組
織
運
営
」

　

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　

「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
績
」

さん

（16 歳）
さん

（78 歳）
さん

（15 歳）
さん

平
ひらの

野　幸
ゆきや

也
（59 歳）

さん

 手
て こ

小 威
い な き

名基
（50 歳）

さん

　

技
能
功
労
表
彰

　
　

「
配
管
工
」

　

技
能
功
労
表
彰

　
　

「
調
理
師
」

（72 歳）
さん

（57 歳）
さん



保険料の納付をしっかりと！
国民年金を支えましょう

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

Information
　　　　　　　　　　

(
は
、
直
通
電
話
で
す
。

内
線
表
示
が
あ
る
と
き
は
、  

市
役
所
代
表

(24)
３
１
３
１

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

●
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くらし

1階２番　市民課年金係　　(24) ０２６７

●
支
え
合
い
の
国
民
年
金
制
度

　

保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
、｢

世
代
と
世
代
の

支
え
合
い
の
制
度｣

で
す
。
あ
な
た

の
納
め
る
保
険
料
が
、
高
齢
者
世
代

の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
給
付
は
、
老
齢
基
礎

年
金
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
、
生
計
を
維
持
し
て
い
る
方
が

亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
基
礎
年
金

が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
納
付
期
限
か
ら
２
年

を
経
過
す
る
と
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
納
め
ず
に
い
る
と
、

将
来
、
受
給
す
る
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
ま
っ
た
く
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融

機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
や
家
族
の
年
金
受
給
権
を

守
る
た
め
に
も
、
保
険
料
は
忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
必
要
な

｢
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書｣

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
と

き
、｢

社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保

険
料)

控
除
証
明
書｣
が
必
要
で
す
。

　

保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
と
し
て

納
付
額
の
全
額
が
所
得
税
、
市
道
民

税
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
証
明
書
】
は
が
き
で
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

【
対
象
】
①
保
険
料
を
１
月
か
ら
９

月
30
日
ま
で
に
納
付
し
た
方

②
保
険
料
を
10
月
１
日
以
降
、
今
年

初
め
て
納
付
し
た
方

【
証
明
書
の
発
送
時
期
】
①
の
方
は
、

11
月
上
旬
こ
ろ
に
発
送

②
の
方
は
、
平
成
27
年
２
月
上
旬
こ

ろ
に
発
送

【
証
明
書
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

ね
ん
き
ん
定
期
便･

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

な
ど
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 


０
５
７
０

　

(058)

５
５
５
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
、 


０
３

(6700)
１
１
４
４

【
受
付
期
限
】
平
成
27
年
３
月
16
日
（月）

【
受
付
時
間
】
▼
月
～
金
曜
日　

９
時

～
19
時

▼
第
２
土
曜
日　

９
時
～
17
時

※
第
２
土
曜
日
以
外
の
土
曜
日
、
日
・

祝
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
平

成
27
年
１
月
３
日
）
は
、
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

●
11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）

日
は
、「
年
金
の
日
」
で
す
。

　

あ
な
た
も
、
自
分
の
年
金
記
録

や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
て
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す

る
と
、
い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
他
、
将
来
の
年
金
受

給
見
込
額
な
ど
、
自
分
の
年
金
記
録

に
基
づ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー

ン
を
試
算
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
新
さ
っ
ぽ
ろ
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
詳
細
】
新
さ
っ
ぽ
ろ
年
金
事
務
所

　
　
　

 


０
１
１

　

(892)
９
３
１
６
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
(24)
０
６
１
２
本庁舎

４階 48 番

秋
の
ヒ
グ
マ
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

くらし

農
業
振
興
課

生
産
振
興
係

　

支
笏
湖
周
辺
や
藤
の
沢
地
区
な
ど

で
、
ヒ
グ
マ
の
目
撃
や
ヒ
グ
マ
に
遭

遇
す
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

山
林
な
ど
に
入
る
と
き
は
、
ヒ

グ
マ
に
遭
遇
し
な
い
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
対
応
を
取
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

くらし

　

新
千
歳
空
港
24
時
間
運
用
対
策

で
設
置
し
た
暖
房
機
器
な
ど
の
更

新
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

こ
の
助
成
は
、
今
年
度
で
終
了

し
ま
す
の
で
、
今
回
が
最
後
の
受

付
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
機
器
】
新
千
歳
空
港
24
時
間

運
用
対
策
に
よ
る
住
宅
防
音
工
事

で
設
置
し
た
暖
房
機
器
、
空
調
換

気
扇
、
レ
ン
ジ
用
換
気
扇
、
冷
房

装
置
で
、
現
在
、
使
用
不
能(

能

力
低
下
な
ど)

の
状
態
で
更
新
し

た
こ
と
が
な
い
機
器

【
対
象
と
な
る
方
】
▼
現
在
、
人

が
居
住
す
る
住
宅
の
所
有
者
▼
住

宅
に
居
住
す
る
方
で
、
所
有
者
の

同
意
を
得
た
方

【
助
成
金
】
更
新
費
用
の
91.4
％

【
申
込
期
間
】
11
月
25
日
～
12
月

12
日

【
申
込
先
】
新
千
歳
空
港
周
辺
環

　

無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
停
止

や
穏
や
か
発
進
な
ど
の
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
や
燃
料
消
費

量
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
取
り
組
み
が
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
ま
す
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
！



環
境
課
環
境
計
画
係

(24)
０
５
９
０
本庁舎

３階 34 番

11
月
は
、｢

エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
推
進
月
間｣

で
す

くらし

　

市
で
は
、
市
が
実
施
し
て
い
る

施
策
や
事
務
事
業
に
つ
い
て
評
価

を
行
い
、
継
続
的
に
事
務
の
改
善

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
平
成
25
年
度
に
行

っ
た
次
の
施
策
や
事
務
事
業
の
行

政
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公

表
し
て
い
ま
す
。

【
公
表
場
所
】
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー(

市
役
所
２
階)

、
千
歳
駅
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、図
書
館
、

各
支
所

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

境
整
備
財
団　


　

(42)
２
４
０
０

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
申
請
受
付
期
限
は
、
12
月
２
日

（火）
ま
で
の
必
着
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

給
付
金
の
対
象
と
見
込
ま
れ
る

方
に
は
、
市
か
ら
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
、
職
場
か
ら
申

請
書
が
配
付
さ
れ
ま
す
。

※｢

臨
時
福
祉
給
付
金｣

の
申
請

も
受
付
中
で
す
（
平
成
27
年
１
月

５
日
（月）
ま
で
必
着)

。



福
祉
課
臨
時
給
付
担
当

(24)
０
６
５
３
本庁舎

地下１階

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
の
受
付
期
限
迫
る
！

くらし

　

国
が
実
施
し
て
い
る「
衛
星
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
」
お
よ
び
「
地

デ
ジ
難
視
聴
対
策
の
た
め
の
各
種



電
気
設
備
課
主
査
（
地

デ
ジ
担
当
）(24)

０
３
２
４
西庁舎
１階

国
の
地
デ
ジ
難
視
聴
対
策
の

各
種
支
援
は
終
了
し
ま
す

くらし

支
援
制
度
」
は
、
平
成
27
年
３
月

末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

こ
の
各
種
支
援
制
度
を
利
用
し

て
地
デ
ジ
難
視
聴
対
策
工
事
を
予

定
し
て
い
る
方
は
、
遅
く
て
も
本

年
12
月
中
の
申
し
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

対
象
の
方
は
、
お
早
め
に
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、「
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

０
５
７
０
(07)
０
１
０
１

【
申
請
方
法
】
持
参
ま
た
は
郵
送

【
郵
送
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町

２
丁
目
34　

千
歳
市
保
健
福
祉
部

福
祉
課
臨
時
給
付
担
当

 

事
務
事
業
評
価

290
事
業

 

施
策
評
価(

簡
易)

128
施
策

 

市
民
に
よ
る
行
政
評
価
制
度

 

（
市
民
行
政
ア
セ
ス
）

８
施
策

平
成
25
年
度
の
行
政
評
価

 　
事
前
に
出
没
情
報
を
確
認
す
る

     

薄
暗
い
と
き
や
単
独
で
の
行

　 

動
は
避
け
る

 　

ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
で
音
を
出  

   

し
な
が
ら
行
動
す
る

  　

残
飯
な
ど
の
ご
み
は
、
必
ず

   

持
ち
帰
る

  　
ヒ
グ
マ
の
足
跡
や
フ
ン
を
見
つ
け

   

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
引
き
返
す

② ①③④⑤



企
画
部
主
幹

（
空
港
政
策
担
当
）

(24)
０
４
６
７
本庁舎

２階 23 番

空
港
24
時
間
運
用
対
策
で
設
置
し

た
暖
房
機
器
等
更
新
追
加
受
付

くらし


(24)
０
４
４
２
本庁舎

２階 23 番

平
成
25
年
度
行
政
評
価
結

果
を
公
表
し
て
い
ま
す

くらし

企
画
課
行
政
評
価
係
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
(24)
０
３
４
１
本庁舎

１階６番

（
仮
称
）
千
歳
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
へ
の
意
見
公
募

募集

子
育
て
推
進
課

子
育
て
計
画
係

募集

　

市
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま

る
、
新
た
な
子
ど
も･

子
育
て
支

援
制
度
に
向
け
て
、｢(

仮
称)

千

歳
市
子
ど
も･

子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
素
案
は
、
左
に
記
載
し
た

「
素
案
の
公
表
場
所
」
で
公
表
し

て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
）
し
ま
す
。

【
公
募
期
間
】
11
月
20
日
～
12
月

19
日

【
素
案
の
公
表
場
所
】
子
育
て
推

進
課
、
市
民
ロ
ビ
ー
（
市
役
所
１

階
）、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
２
階
）、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
１
階
）、
ち
と
せ
っ
こ
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
、
げ
ん
き
っ
こ
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
、
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー

ル
（
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー)

、
図

書
館
、
公
民
館
、
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
ミ
ナ
ク
ー
ル
）、
各
コ
ミ

セ
ン
、
各
支
所
、
千
歳
駅
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
他
、
ち
と
せ

子
育
て
ネ
ッ
ト
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

【
意
見
の
提
出
方
法
】
素
案
の
公

表
場
所
に
あ
る
、
千
歳
市
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
手

続
「
意
見
書
」(

市
指
定
用
紙)

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
意
見

箱
に
投
入
す
る
か
、
住
所
、
氏
名

(

法
人
そ
の
他
の
団
体
は
、
事
務

所
ま
た
は
事
業
所
名)

、
連
絡
先

の
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

※
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
が
明
記

さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
意
見
と

し
て
扱
い
ま
せ
ん
。

【
提
出
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町

２
丁
目
34　

千
歳
市
保
健
福
祉
部

子
育
て
支
援
室
子
育
て
推
進
課
子

育
て
計
画
係　

Ｆ
Ａ
Ｘ
(22)
８
８
５
１

Ｅ
メ
ー
ル　

kosodatesuishin@

city.chitose.hokkaido.jp

※
意
見
書
（
市
指
定
用
紙
）
は
、
ち

と
せ
子
育
て
ネ
ッ
ト
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。｢ 素案の公表場所」に

　置いてある「意見箱」

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
「
市
立
北

栄
保
育
所
」
お
よ
び
「
市
立
末
広

保
育
所
」
は
、
保
育
所
と
幼
稚
園

の
機
能
を
一
つ
に
し
た
、「
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
に
移
行

す
る
た
め
、
市
は
、
認
定
こ
ど
も

園
の
「
名
称
」
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
作
品
】
市
内
に
居
住
す
る

方
で
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の

※
一
人
で
複
数
の
応
募
可
。

※
名
称
に
は
、「
認
定
こ
ど
も
園
」

の
文
字
を
含
め
る
。

【
応
募
期
限
】
11
月
25
日
（火）
必
着

【
応
募
方
法
】
①
名
称
（
読
み
方
）、

②
名
称
の
説
明
・
理
由
、
③
応
募

者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
④
住
所
、

⑤
年
齢
、
⑥
職
業
・
学
校
名
（
学

年
）、
⑦
電
話
番
号
を
記
入
し
、

保
育
課
窓
口
に
持
参
す
る
か
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

【
表
彰
】
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞　

各
２
点
（
各
施
設
１
点
）

※
表
彰
状
・
記
念
品
贈
呈
。

※
同
名
の
応
募
が
あ
っ
た
と
き
は
、

抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
入
賞
作
品
の
著
作
権
な
ど
、
一

切
の
権
利
は
、
市
に
帰
属
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
提
出
先
】
〒
066-
8686　

東
雲
町

２
丁
目
34　

千
歳
市
保
健
福
祉
部

子
育
て
支
援
室
保
育
課
保
育
係

Ｆ
Ａ
Ｘ
(22)
８
８
５
１

Ｅ
メ
ー
ル　

hoiku@city.chitose.

hokkaido.jp

くらし

　

千
歳
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館

30
周
年
を
記
念
し
て
募
集
を
行
っ

て
い
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ･

ス

ポ
ン
サ
ー
が｢

北
海
道
ガ
ス
株
式

会
社｣

に
決
定
し
、
愛
称
名
が
次

の
と
お
り
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
に

よ
り
、
同
施
設
の
看
板
や
開
催
さ

れ
る
催
し
物
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
、
掲
示
物
の
表
示

に
は
、愛
称
名
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

【
愛
称
名
】
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル

【
期
間
】
10
月
１
日
か
ら
５
年
間

※
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
、
公
共

施
設
な
ど
の
命
名
権
を
一
定
期

間
、
企
業
や
団
体
に
有
償
で
付
与

す
る
制
度
で
す
。

※
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
収
入
は
、
施
設
の
管
理

費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。



内
線
549

(24)
３
１
３
１

文
化
施
設
課

文
化
施
設
係

教育委員会
庁舎１階

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
愛
称
名
が
決
定

くらし


(24)
０
３
４
０
本庁舎
１階７番

（
新
）
市
立
「
認
定
こ
ど

も
園
」
の
名
称
募
集

募集

保
育
課
保
育
係

　
　

認
定
こ
ど
も
園
○
○
○

　
　

□
□
□
認
定
こ
ど
も
園

《記入例》



今
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
４
期
納
入
月
で
す
。
　
今
月
の
市
税
納
入
夜
間
相
談
日
は
、
28
日

（金）
（
18
時
～
20
時
で
す
。）
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ま
ち
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
バ
ス
は
、

バ
ス
に
乗
っ
て
市
内
の
施
設
を
巡

り
ま
す
。

　

今
月
は
、
右
下
に
記
載
し
た
施

設
を
見
学
し
ま
す
。
普
段
、
何
気

な
く
目
に
し
て
い
る
建
物
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
内
部
を
見
学
す
る

こ
と
で
、
ひ
と
味
違
っ
た
新
た
な

発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
と
き
】
11
月
19
日
（水）　

９
時
～

15
時
30
分

※
当
日
は
、
８
時
50
分
ま
で
に
、

市役所からのお知らせ　　information


(24)
０
１
０
８
本庁舎

２階 22 番

ま
ち
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
バ
ス
の

参
加
者
募
集
（
行
政
版
）

募集

広
報
広
聴
課
広
聴
係

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

【
見
学
場
所
】
消
防
本
部
高
機
能

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー(

東
雲
町)

、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
千
歳
ふ
く
ろ
う
の
園

(

大
和)

、
千
歳
科
学
技
術
大
学

(

美
々)

、
日
本
血
液
製
剤
機
構
千

歳
工
場(

千
歳
臨
空
工
業
団
地)

【
定
員
】
40
人(

抽
選)

【
参
加
料
】
無
料

【
申
込
方
法
】
11
月
14
日
（金）
ま
で

に(

平
日
の
９
時
～
17
時)

電
話

で
申
し
込
み

※
昼
食
・
飲
み
物
は
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
昼
食
は
、
千
歳
科
学
技
術
大
学

の
食
堂
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
団
体
の
申
し
込
み
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い(

２
人
１
組
は
可)

。



募集 市
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

市
営
住
宅
課

住
宅
管
理
係(24)

０
４
２
７
本庁舎

３階 31 番

【
募
集
住
戸
】
左
の
表
の
と
お
り

（
高
齢
者
世
帯
向
け
２
戸
と
一
般

高齢者世帯向住宅

一般世帯向住宅

※対象は、申込者が 60 歳以上で同居する家族全員が次のいずれかに
該当する方▼配偶者 (60 歳未満可 ) ▼ 18 歳未満の方▼身体障害者手帳
１～４級か精神障害者手帳１～３級か療育手帳の交付を受けている方
▼ 60 歳以上の方

タイプ 団地名 所　在 風呂 エレベーター 建－階 家賃 (円 ) 戸数
２ＤＫ いずみ 末広８ ○ ○ ５－１ 21,000 ～ 41,300 １

２ＬＤＫ 高　台 高台３ ○ ○ ５－１ 19,200 ～ 37,700 １

タイプ 団地名 所　在 風呂 エレベーター 建－階 家賃 (円 ) 戸数

１ＬＤＫ うたり 花園７ ○ ○
10 －４

17,700 ～ 34,800
１

10 －５ １

２ＤＫ 北　栄
新富１ ○ × ４－４ 16,100 ～ 31,700 １

新富２ ○ × ４－１ 16,900 ～ 33,100 １

２ＬＤＫ
北　栄

新富１ ○ × ４－３ 18,100 ～ 35,500 １

新富２ ○ × ４－３ 19,600 ～ 38,600 １

湖　畔 支笏湖温泉 ○ × ３－１ 17,000 ～ 33,400 １

３ＤＫ 祝　梅 弥生２ ○ ２階建 ー 13,600 ～ 19,100 １

３ＬＤＫ

高　台 高台３ ○ ○ ５－２ 21,800 ～ 42,800 １

うたり 花園４ ○ ○ ５－１ 25,600 ～ 50,200 １

北　栄
新富３ ○ × ４－３ 19,700 ～ 38,800 １

新富２ ○ × ４－３ 20,800 ～ 40,900 １

スカイヒルズ 清水町３ ○ ○ 10 －７ 25,300 ～ 49,700 １

※３ＤＫと２ＬＤＫは ､ 家族数が２人以上、３ＬＤＫは、３人以上必要。
※犬や猫など、ペットの飼育はできません。
※契約時に、家賃２か月分の敷金と連帯保証人が２人必要。
※退去時には、畳の表替えとふすまの張り替え費用などの負担が必要。

世
帯
向
け
13
戸
）

【
入
居
資
格
】
▼
市
内
に
居
住
す

る
か
勤
務
し
て
い
る
方
▼
同
居
家

族
の
い
る
方(

結
婚
予
定
の
方

は
、
入
居
可
能
日
ま
で
に
入
籍
を

す
る
方
）
▼
単
身
者
は
、
昭
和
31

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

･

障
が
い
の
あ
る
方･

生
活
保
護

受
給
者･

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被

害
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼
市
で
定
め
る
収
入
基
準
を
超
え

て
い
な
い
方
▼
市
税
な
ど
に
滞
納

が
な
い
方
▼
現
在
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
方

【
申
込
書
類
】
申
込
書
、
印
鑑
な

ど
（
申
込
書
は
、
市
営
住
宅
窓
口

セ
ン
タ
ー
で
配
布
）

【
申
込
期
間
】
11
月
10
日
～
17
日

（
平
日
の
８
時
45
分
～
18
時
45
分
、

土
日
の
８
時
45
分
～
12
時
30
分
）

【
抽
選
日
】
11
月
20
日
（木）　

10
時
～

東
雲
会
館
１
号
室

募集

【
申
込
先
】
千
歳
市
営
住
宅
窓
口

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
向
か
い
）


０
８
０
０

(800)
１
９
４
５
（
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

千歳市営住宅窓口センター

市役所

川南通

仲
の
橋
通 水道局

商　工
会議所

千歳科学技術大学

納
税
課　

(　
（24）
０
１
６
９



　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防

　

し
ま
し
ょ
う

今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
料

第
６
期
の
納
付
月
で
す
。

国
保
の
お
知
ら
せ

　
　

国
民
健
康
保
険
課

　
　

国
保
給
付
係

　
　

(　
（24）
０
２
７
４

【詳細】

みんなでノーレジ袋運動を
進めましょう！

　

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　information

市役所からのお知らせ　information

ゴミばこに

ちゃんとゴミを

すてましょう

標語作成者　玉
たまこし

腰　拓
た く と

人　さん
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相談


相談 い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
心

の
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い

青
少
年
課
生
徒
指
導
係

(24)
０
８
５
９
教育委員会
庁舎２階

●ノーレジ袋運動とは？
　マイバッグなどの買い物袋
を自分が用意することで、スー

パーやコンビニエンスストア

などのお店で買い物をしたと

き、レジ袋を辞退する運動の

ことです。

●なぜ、レジ袋辞退なの？
　レジ袋は、国内で年間、約
300 億枚も使われています。

　そのほとんどが ｢ ごみ ｣ と

なったとき、レジ袋を作るた

めに必要となった石油資源を

捨てていることになります。

　また、レジ袋を焼却すると、

地球温暖化の原因になる CO₂   
が排出されます。

　レジ袋を辞退することで、

ごみの減量と石油資源の保護

を進めることができます。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
38
度

以
上
の
急
な
発
熱
、
頭
痛
、
関

節
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
強
く

現
わ
れ
、
の
ど
の
痛
み
、
く
し

ゃ
み
、
せ
き
な
ど
の
症
状
も
見

ら
れ
ま
す
。

　

予
防
の
た
め
、
帰
宅
時
や
食

事
の
前
は
、
必
ず
手
洗
い
・
う

が
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

流
行
す
る
前
に
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　

65
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
に
助
成
が
あ
り
ま
す
。

　

せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
症
状
が

あ
る
方
は
、
他
人
へ
の
感
染
を

防
ぐ
た
め
に
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
心
の

悩
み
を
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
助
言･

援
助
し
ま
す
。

【
対
象
】
児
童･

生
徒
、
保
護
者
な
ど

【
と
き
】
11
月
11
日
、
18
日

10
時
～
17
時

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

【
と
こ
ろ
】
教
育
委
員
会
庁
舎
２

階
相
談
室

資源の保護とごみの減量は ､

環境への負荷を抑え、循環

型社会へとつながります。

募集


募集 学
校
施
設
開
放
管
理
指
導

員(

非
常
勤
職
員)

募
集

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
施
設
係

(24)
０
８
５
５
教育委員会
庁舎１階

　

学
校
施
設
開
放
管
理
指
導
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
勤
務
内
容
】
学
校
体
育
館
一
般

開
放
に
伴
う
管
理
業
務

【
募
集
人
員
】
１
人

【
対
象
】
夜
間
勤
務
が
で
き
る
、

心
身
と
も
に
健
康
な
方

【
勤
務
場
所
】
北
栄
小
学
校

【
任
用
期
間
】
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で(

再
任
用
あ
り)

【
勤
務
時
間
】
平
日
の
９
時
～
21

時
ま
で

　

学
童
ク
ラ
ブ
臨
時
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
15
人

【
勤
務
内
容
】
学
童
ク
ラ
ブ
で
の

指
導
補
助

【
資
格
】
保
育
士
の
資
格
ま
た
は
教

員
免
許
を
有
す
る
方
、
資
格
が
な

く
て
も
子
ど
も
と
の
遊
び
に
意
欲


(22)
７
８
８
８
ちとせっこ
センター

学
童
ク
ラ
ブ
臨
時
職
員
募
集

募集

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー　

児
童
館
係

※
施
設
の
利
用
希
望
が
あ
る
と
き

の
み
の
勤
務
。

【
報
酬
】
１
勤
務　

２
，
３
０
０
円

※
勤
務
時
間
数
に
よ
り
割
増
し
あ

り
、
交
通
費
の
支
給
な
し
。

【
申
込
書
類
】
履
歴
書

※
履
歴
書
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

で
配
布
し
ま
す
。

【
申
込
期
限
】
11
月
21
日
（金）

の
あ
る
方(

大
学
生･

専
門
学
校

生
可)

。

【
勤
務
日
程
】
12
月
26
日
（金）
～
平

成
27
年
１
月
17
日
（土）
の
小
学
校
冬

休
み
期
間

※
12
月
29
日
～
平
成
27
年
１
月
３

日
の
年
末
年
始
を
除
く
。

【
勤
務
条
件
】
１
週
に
つ
き
５
日

間(

８
時
～
18
時
30
分
の
間
で
指

定
さ
れ
た
40
時
間)

【
報
酬
】
時
給
制

※
通
勤
手
当
支
給
あ
り
。

【
採
用
予
定
日
】
12
月
25
日
（木）

【
申
込
書
類
】
履
歴
書
、
資
格
証

明
書
の
写
し(
資
格
の
あ
る
方)

※
郵
送
受
付
不
可
。

【
申
込
方
法
】
随
時
受
付
中(

平

日
の
９
時
～
17
時
）



「声のらん」は、主に「市長への手紙・ポスト」や「広報広聴モニター」の声と､その答えをご紹介しています。このほかに､皆さんからの一
般的な質問などもご紹介しますので、疑問に思っていることなどを､お手紙などでお寄せください。ただし、他の市民の方にも参考になる内
容を採用させていただくため、全てを掲載することはできません。また、質問の内容を確認する必要上、お手紙には必ず連絡先と名前をご記
入ください。　【〒066-8686／千歳市東雲町２丁目34／千歳市企画部広報広聴課 宛】

「
ど
う
し
て
？
」
と
思
う
「
声
」
に
お
答
え
し
ま
す
。

声のらん
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《
50
歳
代
女
性
》

一
人
暮
ら
し
の
母
が
い
ま

す
が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
で
「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」

な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た
高
齢
者
の
報

道
が
多
い
の
で
、
と
て
も
心
配
で
す
。

　

最
近
は
、
ど
の
よ
う
な
詐
欺
が
多

い
の
か
、
ま
た
、
そ
の
対
応
に
つ
い

て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

声

「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」
の

対
応
に
つ
い
て
、
教
え

て
く
だ
さ
い

最
近
、
法
律
事
務
所
や
法

務
局
を
名
乗
っ
て
「
最
終

通
達
書
」
の
よ
う
な
文
面

の
郵
便
、
あ
る
い
は
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
ホ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
の
電
子
メ

ー
ル
送
信
に
よ
る
架
空
請
求
の
被
害

が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
実
在
す
る
年
金
事
務

所
や
市
役
所
の
職
員
を
名
乗
り
、
銀

行
の
口
座
番
号
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
の
暗
証
番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
す

る
よ
う
な
不
審
電
話
も
多
数
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
郵
便
や
電
話
、
電
子

メ
ー
ル
が
あ
っ
た
と
き
、
家
族
や
銀

行
口
座
の
情
報
な
ど
は
、
む
や
み
に

相
手
方
に
明
か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

実
際
に
は
、「
千
歳
市
役
所
の
○

○
で
す
け
ど
、
○
○
円
を
振
り
込
み

た
い
の
で
、
振
込
先
の
銀
行
名
と
口

座
番
号
を
確
認
し
た
い
の
で
す

が
・
・
・
」
と
い
う
不
審
な
電
話
が

あ
っ
た
こ
と
が
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

全
く
身
に
覚
え
が
な
く
、
疑
わ
し

い
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き
は
、

市
役
所
に
電
話
で
確
認
す
る
か
、
消

費
生
活
相
談
室｢


　

(23)
０
１
９
３
」

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

答

］

［
市
民
生
活
課
市
民
生
活
係


(24)
０
１
８
３

１

２最
近
、
子
ど
も
を
連
れ
去

っ
て
殺
害
す
る
と
い
う
、

許
せ
な
い
ニ
ュ
ー
ス
を
よ

く
聞
き
ま
す
。

　

千
歳
市
内
で
も
不
審
者
が
出
没
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を
知
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

市
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
市

政
情
報
」
や
「
不
審
者
」

な
ど
の
安
心
安
全
に
関
わ

る
緊
急
性
の
高
い
情
報
に
つ
い
て
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
、
パ
ソ

コ
ン
に
電
子
メ
ー
ル
で
配
信
す
る

「
千
歳
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
メ
ニ
ュ
ー
は
、「
緊
急
・
防

災
情
報
」、「
安
心
・
安
全
情
報
」、「
不

審
者
情
報
」、「
子
育
て
情
報
」、「
市

民
協
働
情
報
」、「
保
育
所
情
報
」、「
観

光
イ
ベ
ン
ト
情
報
」、「
生
涯
学
習
情

報
」、「
未
帰
宅
者
情
報
」 

の
９
項
目

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
「
不
審
者
情
報
」
は
、

不
審
者
が
出
没
し
た
日
時
・
場
所
、

通
報
さ
れ
た
内
容
、
不
審
者
の
特
徴

な
ど
が
登
録
者
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
頃
の
生
活
に
役

立
つ
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
登
録

し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
方
法
は
、
千
歳
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
左
下
に
あ
る
「
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
、「
千
歳
市
メ

ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内
」

(http://www.city.chitose.hokka
ido.jp/index.cfm/1,28281,html)

の
手
順
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
不
審
者
の
情
報
」
は
、

ど
こ
で
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
か

《
30
歳
代
女
性
》］

［
行
政
管
理
課
情
報
シ
ス
テ
ム
係


(24)
０
５
１
９

声答



　いきいき 　　 すくすく　　子 育 て

～　保健師・栄養士のリレーコラム　～

今月は､保健師が担当しました｡　市民健康係 (24)０３６４

from 地域子育て支援センター
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ところ・①②④ちとせっこセンター　③げんきっこセンター
参加料・無料
申込先/詳細・ちとせっこセンター
(40)１７１７(日･祝日を除く９時～17時30分)
※②③は､いずれかの申し込みに限ります｡
※抽選では､初めて参加する方を優先します｡

【共通事項】

●すくすくの日♪身体計測の日

内　容・身体計測、栄養士による栄養相談

対　象・就園前の子と親

と　き・11月19日(水)　10時～11時30分

※申込不要。

●アリスに集合♪アリスＤＥランチ

内　容・みんなで一緒にお弁当を食べましょう

対　象・就学前の子と親

と　き・11月19日(水)　11時30分～12時30分

※お弁当持参(申込不要)｡

参加料・無料

会場/詳細・アリスこどもセンター

(24)８３４１　FAX(24)７０２１

(日･祝日を除く12時～15時)

【共通事項】

お使いになりましたか？がん検診無料クーポン券

　市は､｢子宮がん･乳がん･大腸がん｣検診の無料クーポ

ン券をそれぞれの対象者に５月下旬に送付しました｡

　日本人の２人に１人が｢がん｣にかかり､３人に１人が

｢がん｣で亡くなる時代です。

　女性がかかる｢がん｣の１位は｢乳がん｣で、一生のうち

12人に１人がかかると言われています｡｢子宮がん｣は､20

歳代以降の若年層に増加しており､｢大腸がん｣にかかる方

は40歳代を超えると増加していきます｡

　｢がん｣にかかっても､早期のうちは自覚症状がほとん

どありません。｢がん｣の早期発見が早期治療につながる

ことから､市では無料クーポン券対象のがん検診以外に

も｢胃がん･肺がん･前立腺がん｣の検診を行っています。

　｢大腸がん｣・｢胃がん｣・｢肺がん｣・｢前立腺がん｣は毎

年、｢子宮がん｣・｢乳がん｣は２年に１回の受診を勧めて

います。がん検診の無料クーポン券をきっかけに、定期

的にがん検診を受診しましょう。無料クーポン券につい

て不明な点があるときは､お問い合わせください。

①ランチデー
内　容・みんなで一緒にお弁当を食べましょう
と　き・11月28日(金)　11時30分～13時
※お弁当持参(申込不要)｡
②親子で楽しもう！メリークリスマス♪(ちとせっこ)
内　容・人形劇や楽器演奏など
対　象・０歳～未就学児と親
と　き・12月15日(月)　
　　　　午前の部：10時30分～11時30分
　　　　午後の部：13時～14時
定　員・午前･午後各100組(抽選)
申込日・11月18､19日
③親子で楽しもう！メリークリスマス♪(げんきっこ)
内　容・人形劇やメロディベルなど
対　象・０歳～未就学児と親
と　き・12月16日(火)　10時30分～11時30分
定　員・70組(抽選)
申込日・11月20､21日
④ママのためのピラティス
内　容・姿勢を良くしてストレスを解消しませんか？
対　象・就学前の乳幼児を持つ母親
と　き・平成27年１月19日(月)　10時～11時
定　員・20人(抽選)
申込日・12月８､９日
※保育あり(要事前予約)｡

●ランチデー
内　容・みんなで一緒にお弁当を食べましょう
と　き・11月25日(火)　12時～13時
※お弁当持参(申込不要)｡
●離乳食講座
と　き・12月１日(月)　13時30分～14時40分
定　員・15組(申込順)
申込日・11月12､13日

参加料・無料
会場/申込先/詳細・げんきっこセンター
(26)２０７０(日･祝日を除く９時～17時30分)

【共通事項】



健 康

ちとせ健康･医療相談ダイヤル 24

　

身長･体重測定､発達･栄養の相談

12月８､24日

　　　　(９時30分～11時30分と13時～15時30分)

総合保健センター

※申込不要｡

母子健康手帳

健康母子係　(24)０７７１

千歳市地域子育て支援センターの見学､赤ちゃん

　　　　と遊ぶ､先輩ママとの交流

市内に居住する妊婦の方

12月１日(月)　10時～11時30分

ちとせっこセンター

母子健康手帳､筆記用具

健康母子係　(24)０７７１
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●フッ化物塗布･歯科相談

12月８､15､24日 １年以内に千歳市で１歳６か月児･
３歳児健診を受けた幼児

●フッ化物塗布･歯科相談･歯科健診

12月19日(金) １歳～就学前の全ての幼児

９時30分～11時30分､13時～15時

総合保健センター

※申込不要｡

800円

母子健康手帳､歯ブラシ

健康母子係　(24)０７７１

５～７か月児

※状況により､３～11か月児まで接種できます｡

12月５､25日　(12時30分～13時50分)

総合保健センター

※申込不要｡

予診票､母子健康手帳

予防接種担当　(24)３１４８

医師･保健師の健康相談､栄養士の栄養相談､血圧

　　　　測定･尿検査･体脂肪測定

11月25日(火)　

　　　　９時30分～11時30分と13時～16時

※医師の相談は13時～15時｡

総合保健センター

※申込不要｡

健康企画係　(24)０７６８

( )

03(3839)

本格的な思春期を迎える前に､｢性｣について保護者

　　　　から子どもへ伝えておきたいこと、伝え方につい

　　　　て学んでみませんか

山岸　美喜　氏(上級思春期保健相談士)

３歳から小学３年生までの子を持つ保護者､保育･

　　　　教育関係の仕事に携わっている方

11月26日(水)　10時～11時30分

総合福祉センター402号

無料　 100人(申込順)

20人(申込順)

※対象者は､２歳までの子(電話で申し込み)｡

電話､ＦＡＸ､Ｅメールのいずれかで申し込み

※ＦＡＸ､Ｅメールで申し込むときは､｢11/26講演会希望｣

と明記し､①参加者氏名､②連絡先を記載してください｡

11月25日(火)

※受付は､平日の８時45分～17時15分｡

健康母子係　(24)０７７１

ＦＡＸ(24)８４１８

Ｅメール kenkosuishin@city.chitose.hokkaido.jp



Town Guideまちの「お知らせ・催し・募集」
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催　し

開設します｢行政相談所｣

　総務省から委嘱を受けた行政相談
委員が､行政と市民のパイプ役として､
年金､登記､道路､河川など､国の業務
に関する意見や要望を受け付けます｡
※相談は無料です｡
と　き・11月20日(木)
　　　　13時30分～16時
ところ・総合福祉センター306号
詳　細・山内(富丘４丁目)(24)3291
　　　　宮本(北光１丁目)(23)0447

お知らせ

　女性の人権に関する悩みごとや心
配ごとを､人権擁護委員や法務局職
員が相談に応じます｡相談は無料で､
秘密は厳守されます｡
と　き・11月17日～21日(8時30分～19時) 
　　　　11月22､23日(10時～17時)
※相談専用電話(0570(070)810)を
ご利用ください。
詳　細・札幌法務局
０１１(709)２３１１　内線２２０８

　電気メーターの有効期限は､電気メー
ターに貼られたシールで確認してくだ
さい｡シールがないものや有効期限が切
れた電気メーターは､使用できません｡
詳　細・日本電気計器検定所
　　　　０１１(668)２４３７

●シェイプアップカーヴィー
と　き・11月11､18､25日(11時～12時)
●ジュニアエアロダンス
対　象・小学１年生～高校生
と　き・11月13､20､27日(16時～18時)

千歳写真集団の写真展

内　容・市民による千歳の写真コンテ
　　　　スト､50年前の千歳写真展など
と　き・11月13日～16日
　　　　(10時～17時､16日は16時まで)
ところ・市民ギャラリー
詳　細・五十嵐　090(2056)4882

オカリナ体験会(無料)
と　き・11月14､28日(９時～10時30分)
ところ・総合福祉センター306号
※オカリナをお持ちでない方には､
お貸しします(申込不要)。
詳　細・オカリナ･ラルゴ　平柳　
　　　　(24)２８４５

レザークラフト展(無料)

と　き・11月15､16日(10時～17時)
※16日は､16時まで｡
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)３階視聴覚室
詳　細・レザークラフト研究所　藤田
　　　　０９０(3019)７９１４

内　容・より良い絵本の見分けかた
講　師・安斎　久子　氏
と　き・11月26日(水)19時～20時30分
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)３階視聴覚室
受講料・無料　定員・50人(申込順)
申込先/詳細・文化施設課　
(24)３１３１　内線５５３

図書ボランティア講座

　北海道開発局では､石狩川水系千
歳川河川整備計画｢変更｣の原案を作
成し、関係住民の方から意見をいた
だくため､原案を縦覧します｡なお､
計画は､関係住民の意見をいただい
た後､北海道知事の意見を聴き､変更
する予定です｡
縦覧期間・11月10日～12月９日
縦覧場所・市役所１階市民ロビー
詳　細・札幌開発建設部河川計画課
　　　　０１１(611)０３２９

北海道開発局からのお知らせ

全国一斉｢女性の人権
ホットライン｣強化週間

エアロビサークル(無料体験)

【共通事項】
ところ・北桜コミセン
申込先/詳細・エアロビサークルシェイ
プアップ　竹内　090(6447)6686

家事家計講習会
内　容・家計簿をつけて､ちょっと
　　　　暮らし上手になりませんか
日　程・11月14日(金)10時～11時30分
　　　　北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)３階中会議室１
　　　・11月15日(土)10時～11時30分
　　　　千歳友の家(桜木４丁目)
受講料・400円
※託児あり(100円､要事前予約)｡
申込先/詳細・千歳友の会　(24)9078

北海少年院･紫明女子学院施設見学会
内　容・教育内容の説明､院内見学や
　　　　生徒作品の展示など
対　象・成人の方
と　き・11月15日(土)　受付開始12時30分
受付場所・紫明女子学院
参加料・無料　定員・50人(申込順)
申込期限・11月14日(金)
申込先/詳細・北海少年院　(23)3147

ＪＰＢＤＡアマチュアダンス競技大会

内　容・社交ダンス競技大会
と　き・11月16日(日)　11時～16時
ところ・中心街コミセン
入場料・無料
※ダンス愛好者は､シューズを持参ください｡
詳　細・国分ダンススクール　(22)3973

森と谷の探検ツアー

内　容・モラップ｢楓沢｣を探検
対　象・中学生以上
と　き・11月16､23日(９時～14時)
集合場所・モ－ラップ樽前荘前駐車場
※雨天中止。
参加料・3,000円　定員・10人(申込順)
申込先/詳細・自然公園財団支笏湖支部
　　　　　(25)２４５３

内　容・レバンガ北海道対つくばロ
　　　　ボッツの試合
と　き・11月22日(土)　18時～
　　　　11月23日(日)　15時～
ところ・ダイナックスアリーナ　　
　　　　(スポーツセンター)
※上靴が必要です。
詳　細・北海道バスケットボールクラブ
　　　　０１１(555)５１１３
※チケットの購入など､詳細はお問
い合わせください。

北海道バスケットボールクラブ
からのお知らせ

温水プールからのお知らせ

●温水肉体改造計画
内　容・体の気になる部位をきたえ
　　　　ませんか？
対　象・16歳以上の方
と　き・11月22日(土)19時～19時45分
参加料・1,000円(保険料別途400円)
定　員・15人(申込順)
申込期限・11月21日(金)

【共通事項】
会場/申込先/詳細・温水プール　(49)7001

《11月16日(日)半額開放日》
(一回券購入の方に限ります)

電気メーターには､
有効期限があります
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■千歳ウッドペッカーズ／スキー／女性の方／平成27年１月15日(木)から活動開始

【会の名称／内容／対象／とき／ところ】 【申込先・詳細】

■千歳ブリッジ愛好会／トランプを使用するゲーム／はじめての方大歓迎／月３回程度

　※12月11日(木)10時に総合福祉センター集合｡
■千歳スキー少年団／小学２年～中学３年／11月29日～平成27年３月７日までの

佐藤 090(7515)1370

会員・団員
募集します
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小西 　　(28)2666

　土､日､祝日(月６回程度)／市民スキー場など　※申込期限は､12月13日(土)｡
■カフアリイ　レイ　オハナ／フラダンス／火曜日(18時30分～)花園コミセン

小野寺　 (28)5273

①洋の飾り
　～クリスマスリースづくり～
講　師・清水　浩子　氏
と　き・11月29日(土)　10時～12時
②和の飾り
　～しめ縄飾りづくり～
講　師・清水　浩子　氏
と　き・12月６日(土)10時～12時30分
③お話と実技
 ～心と体イキイキ元気にしませんか～
内　容・寒い冬を元気に過ごすお話
　　　　と実技(ヨガ)
講　師・小西　るみ　氏(お話)
　　　　古海　愛　氏(ヨガ)
と　き・12月８日(月)10時～11時30分

公民館からのお知らせ

内　容・可愛いクリスマスグッズの
　　　　窓飾りをつくりませんか？
と　き・11月26日､12月10日(14時～16時)
ところ・花園コミセン
受講料・無料
※材料費として1,500～2,500円必要です｡
申込期限・開催日の１週間位前
申込先/詳細・矢嶋　090(6215)6414

ステンドグラス体験講習

●ちょこっとゴミ拾い｢ちと５３｣
と　き・11月29日(土)　６時～７時
集合場所・ＪＲ千歳駅西口駅前広場
●ちょこっとタマゴ料理｢ちとたま｣
と　き・11月29日(土)　11時～13時
ところ・総合福祉センター３階調理教室
●ちょこっとランニング｢ちとＲＵＮ｣
と　き・11月29日(土)　14時～16時
集合場所・総合福祉センター入口前
※コースは､千歳川サイクリングロード｡

ちょこっと体験｢ちとちょこ｣

【共通事項】
申込方法・開催日までに電話かＥメール
申込先/詳細・時田　090(5227)2595
Eﾒｰﾙ chitochoko@gmail.com 

内　容・渋田ジェセニアさんによるメキ
　　　　シコ料理の講習と文化の紹介
と　き・11月29日(土)　10時～13時
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)２階調理教室
受講料・500円　定員・30人(申込順)
申込開始・11月10日(月)
申込先/詳細・千歳ボランティア通訳クラブ
落合　０８０(1889)６６８１

美味しい国際交流(メキシコ編)

内　容・子ども､教師､父母などが集ま
　　　　り､いじめの問題や明るい社会
　　　　づくりについて考える
と　き・11月29日(土)９時30分～12時

なかよしさわやかＤＡＹ
いじめシンポジウム

内　容・これからの地域福祉につい
　　　　て､市民の結びつきなどを
　　　　考える講演と勉強会
講　師・五十嵐　智嘉子　氏
と　き・11月29日(土)　13時～15時
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)３階視聴覚室
参加料・無料　定員・60人(申込順)
申込先/詳細・福祉課　(24)０２９２

地域福祉勉強会

内　容・休暇村支笏湖でゲームや食
　　　　事を楽しみながらの交流会
※休暇村支笏湖での宿泊プランもあり｡
対　象・市内に住む中学生以上の方
と　き・11月29日(土)　15時～20時

国際交流の夕べ

●国際交流の夕べのみ
日本人 3,000円(高校生以下､2,000円)
外国人 2,000円(高校生以下､1,000円)
●宿泊を含む
日本人 6,000円(高校生以下､4,000円)
外国人 4,000円(高校生以下､3,000円)

集合場所・市役所西口駐車場
※休暇村支笏湖で宿泊した方は､11月30日
(日)10時40分頃に市役所西口駐車場到着｡
参加料

定　員・日本人50人(申込順)
　　　　外国人30人(申込順)
申込方法・電話､ＦＡＸ､Ｅメールで申
　　　　し込み
申込期限・11月21日(金)
申込先/詳細・千歳国際交流協会事務局
(交流推進課内)　(24)０４８２　
FAX(22)８８５３　Eメール　kokusai
@city.chitose.hokkaido.jp

　木曜日(10時30分～)コープパセオ(いずれも月３回)
林 　080(3293)5889

内　容・木の実や枝､リボンなどを使っ
　　　　て､クリスマスリースを作る
対　象・小･中学生
と　き・12月13日(土)　10時～12時
ところ・教育委員会庁舎１階会議室
受講料・無料　定員・30人(申込順)
申込開始・11月20日(木)　８時45分～
申込先/詳細・生涯学習課　(24)0848

チャレンジ教室　

と　き・12月４日(木)13時20分～16時
　　　　50分(開場12時45分)
ところ・札幌第１合同庁舎２階講堂
　　　　(札幌市北区北８条西２)
参加料・無料　定員・100人(申込順)
申込方法・｢電波の安全性に関する説明会｣
　　　　と記入し､①氏名､②電話番号､
　　　　③質問事項を記入の上､12月２
　　　　日(火)までにＦＡＸかＥメー
　　　　ルで申し込み
申込先/詳細・北海道総合通信局電波監
理部電波利用環境課　
０１１(709)２３１１　内線４７４５
FAX ０１１(709)２４８６　Eメール
denjikankyo-hokkaido@soumu.go.jp

電波の安全性に関する説明会

参加料・無料
※①②は､材料費として2,000円(申
込時納入)｡
定　員・各15人(申込順)
申込開始・11月10日(月)
会場/申込先/詳細・公民館 (23)2740

【共通事項】

ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)中ホール
詳　細・青少年課　(24)０８５９
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【詳細】

対　象・市内に住む小学４年生以上の方
競技種目・①フレンドリーの部(中学生以上)
　　　　②ジュニアの部(小学４年生以上)
と　き・12月13日(土)９時～11時30分
ところ・総合武道館
定　員・各９チーム(申込順)
※１チーム４人以上６人以内。
申込期限・11月26日(水)
申込先/詳細・スポーツ振興課
　　　　　(24)０８５５

内　容・｢書｣を通じてダウン症の娘
　　　　を育てた母の軌跡の講演
講　師・金澤　泰子　氏(書家)　
　　　　金澤　翔子　氏(書家)　
と　き・12月13日(土)13時30分～15時
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)中ホール
受講料・無料　定員・400人(申込順)
※別室で30人の保育あり(電話で申し込み)｡
申込方法・電話またはＦＡＸで申し込み
※ＦＡＸのときは､①氏名､②住所､③
電話番号を記入｡
申込開始・11月10日(月)８時45分～

内　容・航空自衛隊北部航空音楽隊
　　　　(青森県三沢市)による演奏会
と　き・12月７日(日)　15時～
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)大ホール
入場料・無料
申込方法・往復はがきに①住所､②氏名､
　　　　③電話番号､④希望人数､⑤
　　　　応募のきっかけ⑥返信先の
　　　　宛先を記入して申し込み
※車いすの方が含まれるときは､席
数を記入してください。
申込期限・11月28日(金)(当日消印有効)
申込先/詳細・〒066-8510　平和無番地
第２航空団監理部広報室
(23)３１０１　内線２２１８

千歳基地クリスマスコンサート

金澤泰子講演会

キンボール交流大会(無料)

国際交流講座

内　容・市内の企業や団体の国外にお
　　　　ける活動の発表､外国人講師
　　　　による英会話レッスン
と　き・12月13日(土)９時30分～14時30分
ところ・キリンビール千歳工場
集合場所・市役所西口駐車場
※会場までは､バスで移動します｡
受講料・無料　定員・30人(申込順)
申込方法・千歳国際交流協会ブログに
　　　　ある申込書に記入の上ＦＡＸ
　　　　するか､電話で申し込み
申込期限・12月１日(月)
申込先/詳細・千歳国際交流協会事務局
(交流推進課内)　(24)０４８２
ブログ　http://cics-hokkaido.
blogspot.jp/

●園芸教室
　癒しのインテリア苔玉作り～入門編～
講　師・柳瀬　勝彦　氏
と　き・12月６日(土)13時30分～15時30分
ところ・総合福祉センター402号
参加料・無料　定員・30人(申込順)
※小学２年生以下は､保護者同伴｡
申込期間・11月10日～12月１日
●展示会
内　容・花いっぱいコンクール､水と
　　　　と緑の絵コンクールの作品と
　　　　花と緑いっぱいの写真コン
　　　　テストの写真の展示
と　き・11月10日～14日
ところ・市役所１階市民ロビー

ちとせ環境と緑の財団からのお知らせ

【共通事項】
申込先/詳細・ちとせ環境と緑の財団
　　　　　(22)１１１７

●第１回学習セミナー
　(①基礎編､②応用編１､③応用編２)
内　容・ちとせ･まち魅力検定2015の
　　　　基礎編､応用編１､応用編２
　　　　の検定対策
と　き・11月30日(日)
　　　　①10時～11時30分
　　　　②12時30分～14時
　　　　③14時30分～16時
受講料・各1,000円
定　員・各40人(申込順)
申込期限・11月21日(金)
●第２回学習セミナー(①基礎編､
　②応用編１､③応用編２､④応用編３)
内　容・ちとせ･まち魅力検定2015の
　　　　基礎編､応用編１､応用編２
　　　　応用編３の検定対策
と　き・平成27年１月18日(日)　　
　　　　①②10時～11時30分
　　　　③12時30分～14時
　　　　④14時30分～16時
受講料・各1,000円
定　員・各40人(申込順)
申込期限・平成27年１月９日(金)
●ちとせ・まち魅力検定の受検者募集
　(①基礎編､②応用編１､③応用編２､
　④応用編３)
内　容・千歳の歴史､文化､自然観光･
　　　　空港などのご当地検定
と　き・平成27年２月15日(日)　　
　　　　①②11時～12時
　　　　③13時～14時
　　　　④15時～16時
検定料・①1,000円(中学生以下500円)
　　　　②③④各2,000円
　　　　(中学生以下1,000円)
※②③④は､①基礎編の合格者のみ
受検可｡
申込期限・平成27年１月26日(月)

市民協働サポート事業
ちとせ・まち魅力検定2015

【共通事項】
ところ・北ガス文化ホール
　　　　(市民文化センター)
申込方法・観光振興課で配布する指定
　　　　用紙で申し込み
申込先/詳細・観光振興課　(24)0377
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図書館ガイド
《休館日》
第３月曜日

《開館時間》
10時～19時

募　集

対　象・求職中の障がい者の方
訓練期間・１年または２年
申込期限・11月20日(木)
申込先/詳細・ハローワーク千歳
　　　　　(24)２１７７

対　象・平成６年４月２日から平成７
　　　　年４月１日の間に生まれた方

成人式｢はたちのつどい｣

支笏湖温泉　
26日｢ふろの日｣プラン

対　象・市内に住む小学１年生
と　き・①平成27年１月13､15､17日
　　　　(10時～11時30分)
　　　　②平成27年１月14､16､18日
　　　　(10時～11時30分)
ところ・青空公園スケートリンク
受講料・各1,100円
定　員・各35人(抽選)
申込方法・12月11日(木)９時30分～９時
　　　　50分の間にダイナックスア
　　　　リーナ(スポーツセンター)会
　　　　議室で受付､10時から抽選会
※電話受付不可。
詳　細・体育協会振興課
(22)4150(日･月を除く９時～17時)

スケート教室

内　容・丸駒温泉旅館日帰りプラン
　　　　｢１年の締めくくり！雪見
　　　　露天風呂＆ビンゴゲーム｣
　　　　(昼食付)
※ＪＲ千歳駅から､無料の送迎バス
を運行します｡
と　き・12月26日(金) 10時～14時
参加料・3,000円(入湯税込)
定　員・10組20人(抽選)　
※２人１組での参加になります｡
※往復はがきの往信に参加者の①郵
便番号､②住所､③氏名､④年齢､⑤性
別､⑥電話番号か携帯電話番号を記
入し､返信に代表者の①②③を記入
して申し込み(往復はがき１枚で２
人まで申し込み可)｡
応募期限・12月10日(水)(当日消印有効)
応募先/詳細・〒066-0287　支笏湖幌美内
７番地　丸駒温泉旅館　(25)2341

●蔵書点検が終わりました
　蔵書点検は､図書館の本が図書の
一覧表(データベース)と合っている
かを確認するために､年に一度行う
作業です｡今年の点検では、昨年度
より件数は減っているものの､約
３９０冊が不明本になっています。
　貸し出し手続きをせずに館外へ持
ち出されたり､貸し出しされたまま
返却されていない本があります｡
　図書館の閉館後は､図書館入口にあ
る｢ブックポスト｣に投函するこで返
却することができます｡返却していな
い本がないか､確認をお願いします｡
詳　細・千歳市立図書館　
　　　　(26)２１３１

内　容・実演を交えたミナクール
　　　　全般の利用案内
と　き・12月14日(日)10時30分～11時30分
会場/申込先/詳細・市民活動交流センター
ミナクール　(24)０８４７　

市民活動講座
｢なぜ！？なに！？ミナクール｣

講　師・三ツ野　仁　氏
　　　　(共立鉄工所代表取締役)
　　　　五十嵐　重明　氏
　　　　(けーあいファーム代表取締役)
と　き・12月14日(日)
　　　　13時30分～16時(13時開場)
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)４階大会議室
受講料・無料　定員・120人(申込順)
申込開始・11月10日(月)
申込先/詳細・みんなで､ひと･まちづくり
委員会(生涯学習課内)　(24)3153

講演｢トップリーダーの流儀｣

音楽まつり

内　容・第７音楽隊､第１特科団音
　　　　楽隊､千歳勇舞中学校吹奏
　　　　楽部などによる音楽演奏会
と　き・12月20日(土)14時～15時45分
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)大ホール
入場料・無料(入場整理券が必要)
※入場整理券は､11月27日(木)から
市役所１階総合案内､向陽台支所､北
ガス文化ホール､そなえーるで配布｡
詳　細・道央地区自衛隊協力会連合会
事務局(危機管理課)　(24)０１４７

北海道障害者職業能力開発校
入校生募集

募集内容・①自衛官候補生(男子)
　　　　②陸上自衛隊高等工科学校
　　　　　生徒(男子)
資　格・①18歳以上27歳未満
　　　  ②17歳未満(中卒の見込含む)

自衛官募集

　　　児童館からのおしらせ　( 詳細は ､各児童館にお問い合わせください )
と　き 行事名 児童館名 連絡先

12月１日(月) 10時30分～ 人形劇団｢ピッコロ｣公演 いずみさわ (28)6110
12月６日(土) 13時30分～ 素敵なマジックを見よう！ しゅくばい (27)3126

12月８日(月) 10時30分～

クリスマス会

※11月17日～21日までに
各児童館に電話または来館
してお申し込みください｡
(定員各50組､申込順)

ひので (24)3163
しなの (22)2977
ほくおう (42)3743
しゅくばい (27)3126
せいりゅう (22)2560
いずみさわ (28)6110
ほくよう (26)6789

※推薦については､成績優秀かつ生
徒会活動などに顕著な実績を収める
学校長が推薦できる方｡
試験日・①11月28､29､30日のいずれか１日
　　　　②推薦　平成27年１月10､11､
　　　　　12日のいずれか１日
　　　　　一般　平成27年１月24日(土)
申込期限・①11月21日(金)
　　　　②推薦　12月５日(金)
　　　　　一般　平成27年１月９日(金)
申込先/詳細・自衛隊札幌地方協力本部
千歳地域事務所　(23)２６４２

※対象者には､12月にはがきでご案
内します(市内に住民登録のない方
も入場できます)｡
と　き・平成27年１月11日(日)
　　　　14時～16時
ところ・北ガス文化ホール
　　　　(市民文化センター)
詳　細・生涯学習課　(24)０８４８

申込先/詳細・生涯学習課　
(24)０８４８　FAX(27)３７７０



さん濱田 亜紀子

 【はまだ　あきこ　さん】　北光
●幼少期から兄と二人だけで鹿児島県の親戚
の家に行くなど、旅をすることに慣れていた。
　美容系の専門学校を卒業後、東京の外資系
企業に勤め、海外への興味を次第に強める。

目
標
を
持
ち
、
行
動
し
続
け
る

こ
と
が
何
よ
り
楽
し
い

見
た
こ
と
も
な
い
外
国
の
景
色
や
文

化
な
ど
を
自
分
の
目
で
確
か
め
な

い
と
気
が
済
ま
な
か
っ
た｣

。

　

そ
う
語
る
濱
田
さ
ん
は
、
平
成
25
年
２

月
か
ら
約
１
年
半
の
間
に
、
ア
ジ
ア
の
ミ

ャ
ン
マ
ー
に
始
ま
り
中
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の

約
50
か
国
を
旅
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
幼
少
期
か
ら
、
目
標
を
決
め
る
と
そ
れ

を
達
成
す
る
た
め
に
行
動
し
続
け
て
し
ま
う

性
格
で
し
た
。
東
京
で
外
資
系
の
企
業
に
勤

め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
海
外
の
お
客
様
と

接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
、
自
然
と
海

外
へ
の
興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。『
自
分

の
人
生
の
引
き
出
し
を
増
や
し
た
い
』
そ
の

思
い
か
ら
仕
事
を
辞
め
、
世
界
を
旅
す
る
決

意
を
固
め
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

　

旅
で
は
、
リ
ュ
ッ
ク
２
つ
を
抱
え
、
そ
の

重
さ
は
40
㎏
を
超
え
た
そ
う
で
す
。
宿
泊
の

ほ
と
ん
ど
は
、
料
金
が
安
い
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

を
利
用
し
ま
し
た
。「
そ
こ
に
泊
ま
る
い
ろ

い
ろ
な
国
の
方
と
現
地
を
一
緒
に
見
て
回

り
、
食
事
も
作
っ
た
り
し
て
、
仲
良
く
な
り

ま
し
た
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　
「
全
て
の
国
の
数
字
と
あ
い
さ
つ
を
、
入

国
前
に
必
ず
覚
え
ま
し
た
。
数
字
は
お
釣
り

な
ど
で
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
、
あ
い
さ
つ
は

現
地
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

た
め
で
す
。
実
際
に
現
地
の
言
葉
で
あ
い
さ

つ
を
す
る
と
、
現
地
の
人
は
喜
び
、
よ
く
食

事
に
誘
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
」
と
旅
の
様
子

を
語
り
ま
す
。

　
「
ア
フ
リ
カ
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
、
外
で

銃
声
が
聞
こ
え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
出
国

時
の
検
査
で
別
室
に
連
れ
て
行
か
れ
身
体

検
査
を
受
け
ま
し
た
が
、
全
て
の
経
験
が

私
に
と
っ
て
財
産
で
す
」
と
ト
ラ
ブ
ル
に

も
動
じ
る
様
子
は
見
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
濱
田
さ
ん
は
、「
最
も
印
象
に
残

る
国
は
イ
ン
ド
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
イ
ン
ド
で
は
、
老
人
施
設
で
配
給
や
洗

濯
な
ど
を
手
伝
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
孤
児
院
で
は
子
ど
も
た
ち
に
、
算

数
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
が
、
イ
ン
ド
の

算
数
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、
私
は
計
算
す
る

の
に
電
卓
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
ド

滞
在
中
に
５
月
５
日
を
迎
え
、
日
本
で
は

『
子
ど
も
の
日
』
な
の
で
、
折
り
紙
で
し
ゅ

り
け
ん
や
鶴
を
折
っ
て
あ
げ
る
と
、
子
ど

も
た
ち
は
、
も
の
す
ご
く
嬉
し
そ
う
で
し

た
。
イ
ン
ド
の
方
は
、
気
さ
く
な
方
ば
か

り
で
、
多
く
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
「
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
何
か
目
標
を

持
て
ば
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
行
動
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
楽

し
い
で
す
。
失
敗
を
恐
れ
て
、
一
歩
を
踏
み

出
せ
な
い
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
勇
気

を
持
っ
て
ぜ
ひ
行
動
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
行
動
し
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。
私

も
、
次
の
目
標
達
成
に
向
け
て
行
動
し
続
け

ま
す
」
と
濱
田
さ
ん
。
世
界
を
旅
す
る
目
標

を
達
成
し
た
今
、
濱
田
さ
ん
の
次
な
る
目
標

は
、「
海
外
で
美
容
関
係
の
お
店
を
開
く
こ

と
」
と
力
強
く
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

 の い る 風 景人
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人
の

う
ご
き

《総人口》

95,489 人 ( ＋ 63)

男性　48,563 人 ( ＋ 31)

女性　46,926 人 ( ＋ 32)

《世帯》46,654 世帯 (＋ 14)

(  )内は、前月との

比較です。
11 ● 1
現在

　

現
在
、
188
世
帯
が
加
入
す
る
あ

け
ぼ
の
団
地
町
内
会
は
、
日
の
出

１
、２
丁
目
と
３
丁
目
の
一
部
地

域
で
す
。
昭
和
40
年
に
発
足
し
、
来

年
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

町
内
会
で
は
、
あ
け
ぼ
の
公
園

や
千
歳
川
周
辺
の
定
期
清
掃
、
防

災
訓
練
や
、
日
の
出
小
に
通
学
す

る
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
見

守
り
な
ど
、
１
年
を
通
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
５
月
に
は
、
ち
と
せ
環
境
と

緑
の
財
団
か
ら
頂
い
た
サ
ル
ビ
ア

や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
を
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
、
公
園
の
周
り
や
町

内
会
館
の
花
壇
に
植
え
て
い
ま
す
。

　

12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
町
内
会
館
に
集
ま

り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
行
う
な

ど
、
子
ど
も
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
で
借
り
て
い
る

農
園
に
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
と
名
前

を
付
け
、
と
う
き
び
、
じ
ゃ
が
い
も
、

大
根
を
育
て
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た

も
の
は
、
８
月
に
実
施
し
た
盆
踊
り

大
会
や
定
期
清
掃
に
参
加
し
て
く

れ
た
方
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
を
み

ん
な
で
成
功
さ
せ
よ
う
と
団
結
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
隣
近

所
の
融
和
、
助
け
合
い
の
心
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
く
町
内

会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「
隣
近
所
の
融
和
、
助
け
合
い

を
大
切
に
す
る
町
内
」

「広報ちとせ ｣ は毎月 10 日ま

で ､｢ 市民カレンダー ｣は毎月

１日まで、町内会などの加入

にかかわらず ､ 全ての家庭に

配布しています ｡ 広報やカレ

ンダーが届かないときは ､ 広

報広聴課までご連絡ください。

「広報ちとせ ｣からのお願い

あけぼの団地町内会
会長 日高　晃　さん
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  ｢空港で・・・｣    No.164

あ
け
ぼ
の
団
地
町
内
会
　

お
問
い
合
わ
せ
先 


　

(23)
９
６
９
６

■■■ 今月は、「あけぼの団地町内会」を紹介します。 ■■■

　 　 　 　 うちの町内会
　　　　うちの先生

紹介
します

広報広聴課 

先生は、
こんな先生です！渡

わ た な べ

邉　和
か ず ひ ろ

宏

作文を書いてくれた

小
こ さ さ

笹　遥
は る か

香  
さん

向陽台小　６年１組

№８



No.1016

■
朝
夕
、
め
っ
き
り
肌
寒
い
季

節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
、
冬
の
訪
れ
が
例
年
よ
り
早

い
よ
う
に
感
じ
る
の
は
、
気
の

せ
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、
も

う
す
ぐ
雪
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
雪
道
に

備
え
て
、
早
め
の
タ
イ
ヤ
交
換

が
必
要
で
す
ね
。

■
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た｢

９
館
合
同
児
童
館
ま
つ

り｣

。
子
ど
も
た
ち
が
、
歌
や

踊
り
を
楽
し
む
姿
を
見
て
い
る

と
、
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
た
だ
、
会
場
は
市
内
の
子

ど
も
が
全
員
集
ま
っ
た
か
の
よ

う
な
盛
り
上
が
り
。
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
を
小
股
で
移
動
す
る
こ

と
に
な
る
と
は
・
・
・
。

　 今月の表紙

■10月12日に支笏湖温泉で
開催された｢紅葉まつり｣の
オープニングを飾る､支笏湖
小学校の子どもたちによる
鼓笛隊パレードの様子です｡
 赤と白の制服に身を包み､
楽しそうに商店街を一周し
ました｡

▼

広
報
ち
と
せ
（
第
１
０
１
６
号
）
平
成
26
年
11
月
10
日
発
行

■
発
行
・
編
集
／
千
歳
市
企
画
部
広
報
広
聴
課

〒
066-
8686  

千
歳
市
東
雲
町
２
丁
目　

（　

(24)
０
１
０
４　

FAX　

８
８
５
２
）

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://www.city.chitose.hokkaido.jp/

■
印　

刷
／
千
歳
印
刷
株
式
会
社



(22)

■
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
用
の

「
音
訳
」「
点
訳
」の
広
報
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、 

　

３
９
２
１
ま
で
。

(27)
10月12日 支笏湖温泉で撮影

1

4

5

2

3

　
　

10
月
７
日
。
幼
稚
園
児
か
ら
、

交
通
安
全
指
導
を
し
て
い
る
交

通
安
全
教
育
指
導
員
に
日
頃
の

感
謝
と
し
て
、
自
分
た
ち
で
収

穫
し
た
リ
ン
ゴ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。
指
導
員
の
皆

さ
ん
は
、
笑
顔
で
受
け
取
っ
て

い
ま
し
た
。

　
　

10
月
12
日
。
「
支
笏
湖
紅
葉

ま
つ
り
」
が
支
笏
湖
温
泉
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
支
笏
湖
小
の
鼓
笛

隊
パ
レ
ー
ド
や
姫
ま
す
（
チ
ッ
プ
）

と
キ
ノ
コ
な
ど
が
入
っ
た
味
覚
汁

の
販
売
に
行
列
が
で
き
、
大
勢
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　

10
月
18
日
。
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
「
９
館
合
同
児
童
館
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ほ

う
の
国
を
テ
ー
マ
に
、
よ
う
か
い

体
操
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
児

童
館
ご
と
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
な
ど

に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
　

10
月
19
日
。
日
頃
の
感
謝

を
込
め
て
、「
開
設
42
年
千
歳
市

場
感
謝
祭
」
が
公
設
卸
売
市
場

で
開
催
さ
れ
、
野
菜
や
果
物
、

水
産
物
な
ど
の
販
売
、
野
菜
・

果
物
つ
め
放
題
、
果
物
の
せ
り

売
り
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
大
勢

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　

10
月
25
日
。
遊
び
や
ゲ
ー
ム

な
ど
を
通
じ
て
環
境
問
題
を
学

ぶ
、「
こ
ど
も
環
境
教
室
」
が
北
ガ

ス
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
写
真
は
、
エ
コ
カ
ル
タ
で
楽

し
む
子
ど
も
た
ち
の
様
子
で
す
。
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